
　はじめに

　北海道の新築住宅は，平成15年に建築基準法が改

正され，建材から発生するホルムアルデヒドが規制

されてから，室内のホルムアルデヒド濃度は劇的に

減少し，現在ではほとんどの住宅で厚生労働省が定

めた指針値を下回るようになりました。

　そのため，今後室内空気質に影響を与えるのは，

居住者によって持ち込まれる様々なものといえま

す。中でも現在最も注目されているのが家具です。

　家具から発生する化学物質に関する法的な規制

は，特に定められておらず，業界の自主規制に任さ

れているのが現状です。

　このような状況を踏まえて，家具から発生するホ

ルムアルデヒド濃度の測定方法を確立し，室内空気

質に及ぼす家具の影響を推定する手法の検討を行い

ました。

　家具から発生するホルムアルデヒド量を調べる

　一般に，家具からどのくらいホルムアルデヒドが

出ているかを調べる方法は，家具を構成する材料そ

れぞれから発生しているホルムアルデヒドの量を測

定し，それから全体のホルムアルデヒド発生量を推

定しています。そこには，家具の形状は加味されて

いません。実状に近い発生量を調べるためには，実

大サイズの家具をそのまま測定することが一番

です。

　そこで，林産試験場では，実大家具が入るステン

レス製の箱（写真1）を作り，測定方法，条件などを

検討しました。

　また，得られた実大家具から発生するホルムアル

デヒド量から，その家具を部屋に設置した場合のホ

ルムアルデヒドの室内濃度を予測しました。

　家具の数と換気量のホルムアルデヒド室内濃度へ

の影響

　試験の結果を基にして，6畳間（23.3m3）の部屋

（部屋自体のホルムアルデヒド室内濃度28μg/m3）に

家具を置いた場合の，設置個数と推定室内濃度の関

係を計算してみました（図1）。その結果，使用され

た材料のホルムアルデヒド発生量が大きいもの（F

☆☆）では，個数が増えることによって，発生量が

少ないものより，室内濃度への影響がより大きい結

果が得られました。

　また，換気量を増やすことによって，ホルムアル

デヒド室内濃度は急激に低下します。発生量が少な

い材料で作られた家具では，換気回数0.5回/h程度で

ほぼ家具を入れる前の濃度になりますが，発生量が

多い材料で作られた家具では，1.0回/h以上の換気を

する必要がありました（図2）。

　市販家具をはかる

　研究の成果を活用して，市販されている4種類の家

具から発生するホルムアルデヒド量を測定し，その

結果から推定室内濃度を計算しました（表1）。

　その結果，無垢の木材を用いた収納箱からはほと

んどホルムアルデヒドが発生していませんでした。

他の家具からは，少しですが発生していました。こ

の量は，家具設置前の部屋のホルムアルデヒド濃度

が0μg/m3の場合に，その家具を1個設置するだけで

は，問題にはなりませんが，設置個数が増えると，

無視できないくらいの室内濃度になることがうかが

えました。
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写真1　家具測定装置
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　今後の対応

　家具から発生するホルムアルデヒドの影響に関す

る研究や評価方法が確立されていない今，発生量を

確認した低ホルムアルデヒド家具であることをア

ピールすることは，安全性を重視した家具作りをし

ているという認識をユーザーに持ってもらう非常に

よいチャンスです。

　旭川地域は，我が国有数の家具産地として知られ

ています。そのため今後，本研究を通じて旭川家具

メーカーと連携を取りながら，各メーカーが製造し

ている家具のホルムアルデヒド濃度の測定を進め，

旭川家具＝低ホルムアルデヒド家具の実証をするた

めの方策について検討を進める予定です。そのため

には，さらに試験方法を簡略化すると同時に，旭川

家具工業協同組合との連携を図る必要があります。

　また，本研究では16年度はホルムアルデヒドにつ

いての検討を行いましたが，それ以外のVOCについて

も安全性を示すことによって，信頼性がさらに向上

すると思われることから，今後トルエン，キシレン

などのVOCにも積極的に対応することが必要であると

考えています。

図1　家具の設置個数と推定室内濃度

（6畳間　換気回数 0.5回/h）

図2　換気回数と推定室内濃度

（6畳間　家具を3個設置）
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種　　類 材　　質
家具を1個設置した場合の

室内濃度(μg/m3)

家具を5個設置した場合の

室内濃度(μg/m3)

厚生労働省の指針値

(μg/m3)

  ベッド背板  ランバーコア合板 13 48

  収納箱  クルミ無垢材 0.4 2

  椅子  集成材＋皮革 7 33

  チェスト  化粧合板＋MDF 15 56

表1　市販家具のホルムアルデヒド発生量測定結果から算出した推定値

100

（部屋の大きさ：6畳間，天井高さ2.4m　換気回数：0.5回/h，家具設置前の部屋のホルムアルデヒド濃度：0μg/m3）
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